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淺間高原の蜘蛛類なび多を類 

岡崎常太郞 關口異一 

I 緒 言 

淺間高原通俗博物館に就いては本誌 Vol. IV， No. 1(19..9)にがて當時探 
集されすこ蜘蛛類と共に簡單に記して置いずこ通り であるが，そ の後同館は益々內 
容の充實を示し，度蟲類の如きは夏朔のものに關する限り巧んど總ベて襟本と 
して保蒼するに至つた0昨夏け940)筆者等は蜘蛛類及び多足類をも採集する 
機會を得，今大體をの整理も出,來たので同館の資充實の一助とじて二义にその 
旨錄及び衞單な解說を記ずことにしすこ。之等標本の中蜘蛛類は.樞村利夾巧の指 
導の許に關口が蔬をし，盲蛛類は鈴木お將巧に，多足類は高桑良興巧にお願ひ 
した。上記諸氏には橄こ深甚なる謝意を表する次第である。猶同地滯を中穂々 
の便をを計つて戴いた關係备化に對しても曝:；鄉禮申上げる。 

11 递間高原の 眞正 蜘蛛類 

淺間高原眞正蜘蛛類は環境の變化に宵んでゐる爲，極西て趣類及び個體數が 
參く，且つ生態的にも興味あるものが少くない織に思、はれた0殊に小淺閒の南 
側斜面の不を原の乂山若の下に棲むクモ類，淺間 Uj 中腹に生活するドクグモ類 
等はその生巧をの研究たでも極めて意義あることであり.更に山麓地帶にがて 
はコマチグ半に寄生する寄生蜂の生热をを始めとして，蜘蛛類の愈性や天敵等 
をの研究分野ホ極をて豐富で野外觀察にがける玻も好適の地と思はれずこ。み類 
學的にも興味ある趣類扩夕く，未だ充々研究されてゐないものも数穂あり•恐 
らく本邦求:記錄と考〜られるのもあるが，之等な今後精蔬の上難表し度い。 
な下に褐げるが屬54趣の目錄は種をの確をしたもの义であり，幼蛛や疑間のあ 
る種名は擧げなかつた0 

Theridiidae ヒメグモ科 
1. Theridion tepidanonim C. L. Koch ホホヒ メグモ 
VIILla 峰ノ茶屋， VIII. 21 研究所巧 
家の中にゐる最も普通な蜘蛛。が親 m な網を張つてゐる〇 
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2. Tkeridion anxfuXUhorax B な enbe 巧 et Strand ツリガネヒイグモ 

VIII . 24巧巧巧——千ヶ疆 

地上近くに小さな主塊をくつ附けて鏡狀の巣を作りその中で生活ずる0 
Linyphiidae サラグモ科 

3. L. 2 nyphta yunohamensts E が enberg et Strand ユノ ハマサフ ダで 

VIII . 17湯川ベリ， viii . 18 wSMmi ——つ、じヶ原 

4. Lmyphia viontaTw , C ' e.ck ヤマずサラグモ 

VIII -1 S 東區事務所——つ、じヶ原 

目. Linyphia alhotimbata Karech ヘリジロサラグモ 

同上 VIII . 24研宛所■"千ヴ穗 

いづむも皿をかぶせた樣な美い、網をげる。時に網が球狀になえることももる0 

Pholoidae ユウレイク'モ科 

6. Phdcus phatangioides Feussly 
イへュ々レイグモ（第一圖） 

VIII . 21硏究所 

7. PholciLS opUionoidcs ( Schranck ) 

タイリクユウレイク'' を 

同上 

兩ま共屋內殊に便所の天井等に多 
い0脚の長い乳白をの骗々しい蜘 
蛛でもる0 

8. Slmonius tyjpicus Kishid ユ シモン グモ 

VIII . 24千ヶ髓附近. 

上記のユウレイグモに類似しでゐ 
るが極めて小さい。 


VIIL 】8つ、じヶ原 

瞄ょ黃 fe で細 R . く美しいが採でもる。雜萃中にゐる。 

Argiopidae コガネグモ巧 
10. Araneus opima ( L . Koch ) コゲ チヤホニグモ 

VIII . 赚所附近 

腹部背面る;焦茶色をしてゐるところからこのるが來た〇巧形はヤマシロホニグ 



Micry ph atitida e 

9. Mesiicm ceri が us Saito ホヌグモ 


o 如） 


モと同じであるが稍小さい。 

11. Al'anens が'!が a ( Karech ) ヤマシロ ホニグ-を 

VI 打.が研を所知 V 11 L 19虽野齡を——輕井澤 

]2. A ranevs scylloides Bosenberg et Strand サツマノ ミタマン 

VIII . 採集地不明 

腹部が綠ををしたサッマの實によく似てんる0 

13, A バ川'"け r^nfricostis ( L . Koch ) ホニグを 

Vin . 19星骄溫泉一輕ホ熟 vni . 22追分原 
夕方棘 F 等に網を張つてゐる大きな黑褐をの蜘妹 J 

14. A vavru < 、り 。) ujolU-u 只 Sininn コケオニグモ 

VIII . 21硏究所——條ノ茶屋 

腹部が苔の色をしてゐる。苔の生えでゐる樣な場所にをい。 

玉目.ふで 打 ."けの，.、 か'; 化がび ho 化い） ムツボシオニグモ 

VII !. 3 S 東區事務所一■つ、じヶ厮 VIII . 21硏兜所——燦ノ茶屢 

6り…；朽:の黃をのォニグモで腹部に6個の黒戰が’もる。 

16. A ravens リ化 。 dlaius Clerck アカナニグモ 

VOL 採集地す朗 

陋部が’ホくて美い、斑紋おちる0 

17. Ara 打 ei け ishisawai Kisbida イシサハオニグモ（第二圖） 

V 11 T . 18東區事務所——つ、じ^原， VIII . 21研究所——峰ノを屋 
]2 〜巧 inin の火きなホ婚色の蜘蛛でもる。 

18. Arffiope hruennichi だ copo]i) ナガコガネグモ 

VIII . 22避をヶ原 

腹部の稍細長ぃ巧川の位の蜘蛛0網の中央に白い太 L ，絲で作つたヵタレホビと 
去:ふものがちる。 

J9. C んドがかみ T f'ypicus K it；hid a キララグモ 

VilL 19研究所附近， VIIL 16辭ノず——稚氷 

網を殺又は水がじ張つてゐる。金黃をの網目の腹部が美しい。 

20. Cvclosa ar(j€fiteo-alba Bosenherg et Strand キ•ンメ ツキぶミグぞ 

VIIL 19星 お 溫泉一舊輕)卜澤 

垂直な網の中央にじ^つと蹲つてゐる銀をの蜘睐0 

21. Cvclosa airata Bosenberir et Strand カラ,スグモ 

V 口 I •巧東區事務所一一つ、じヶ原， VIIL 19星お涩——舊輕井津 
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居じ隱れてゐる〇 


腹部は無が好-じ細長く，全身 
.黑又は褐色である。 

22. Leucavae suhbkmda 

Bo.senbercr et Strand 

コンロガネグモ 

VIIL 16 齡ノず一 

破お 

腹部の銀色な美しい 
蜘蛛。 

23. Meia doemfzl 江 nl.;cr な 

et Strand ドヨウグモ 
VIIL 17 湯 ;!! ベリ， 
VIIL IS 萊區事務所 

- -峰ノず屢 

初がの草原に转にみ 
い。を間に垂直の丸網を作り 
自分は較の草の簾で化つた巧 


24. Meta yunohamensis B5 .ぞ nber だ et Strand , ュノ ハマドゴウグそ 
VIIL 22追みケ原 

多く水邊に斜の網を作つてゐるを媽をの蜘鍊。 


25. Tetraf/naiha japonica Bosenberg et Strand ヤサガタアンナガグモ 

VIIT. 24千ヶ離(ホ近 

次の種と似でゐ，るが本種の方が觀かおでをろ：うすい。兩者共水適に多い 0 

26. Tdragnaika froxdonia L. Kocli アンナガグモ 


VIIL 巧つじヶ原 

27. Tetragnatha squamata Karscli ウロ コアシナガグモ 


viir. 18東區事務巧——つ、じケ廝 viir. 22追分ケ原 
腹部に銀鱗狀の網目を有する。 


Pisauridae キシダグモ科 

28. Dolomedes anaus 杖 dr 巧 atus KisMda スダボソハシリグモ 

vin . 18 東熙務巧附近 

29. Dolomedes svlfurem L. Koch イヴウイ ロハン みグモ 
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vm.18 東區事務所附近 

共に網を作らず地上を排洒する。上記の場所で卵塞を保塞してゐた〇 
Lycosidae ドクグモ科 

30. Zfjcosa 丈 ’- insi 尹な a Bosenberg et Strand ウプキドクグモ 

VIII. 別か淺輔 VIII. 24 千ヶ髓 P 巧近 

31. Jjycosa laura (Karsch) ハリゲドクグぶ 

VIII. 21 小淺間， VIII. 15 淺間中腹 

32. Jjycosa procmn'a Bosenberg et Strand チビドクグモ 

VIII. 16 熊平 —— 推氷 

Agelenidae タナグモ科 

33. Affde.na liinhaia Thorell クサダモ 

VIII . 18東區事務所附近 

路傍のタヶニグサを折つで卵雜を作つでもた。 

34. Teaenaria cor asides Bosenberg et Strand 力中ネタナグモ 

vm. 24 千ヶ it 附近 
草原に店狀の網をかる。 

T 与 omisicl ユ e ホニ グモ科 

35. Ueriaeus mdhtUei Simon アンナガカニグモ 

追をヶ原 

3G. Misumena (ricuRpidcUa (Fabrieius) ハナグモ 

VIIL 19 星縣溫泉 —— 舊輕井衝硏^所附近 
葉上又は 7E 上に多 V 、ところからこのちろ冰た。黃綠をの美 U 、拱贼〇 
37. Oxytaie sfriatipes L* Koch ワカバグモ 

VI1L 19 基野温 ^— 舊 @ ザ澤 ，V 口し班追をヶ原 
綠をで腹部る ; 細長い。 

3S. PhUoiiromus spinitarsis Simon キハダェ'ビグ モ 
VIIL 18 東區事務所 ■—- 峰ノ茶屋 

39. Pistius iruncaius (Pallas) タンバグ モ 

VIII . 採集地不•巧 
雜草の下を操すと見つかる0 

40. Synaema globos 凡 japonka Karsch フゾ ジグ モ‘ 

vm • 王 S 峰ノ茶屋附近 ，VIII 21 が究巧一茶屋 
腹部に ‘‘ す。の字形の黑色巧巧う ; ある 0 
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41. Tihellus oUongas Latreire シヤコグモ 

vra . IS 東區事務所——唾ノ-茶屋 

42. TihcUus (erwUns (L. Koch) 

VIII. IS 東嘗ま務祈——峰ノ茶屋， VIII. 22 淺間——ル諸 

43. Syfiiicus ephivpicdu ん Simon ヤ.ミイ ロカニグモ 

VIIL 21峰ノ茶屋附近， vni . 22浅間——イ、諸 

雄草の-ドを擁すと多い。葉上にゐることもちる。最も代表的なヵニグモ〇 
Saiticidae ハへトリグモ科 

44. Pkxvpjms incognttus Dcenitz et Strand ウススチ•ハへトリ 

VIIL 21硏帮巧——小淺閒 ， VIIL 24千ヶ離附近 

45. Phxippxts .。の jhdli ( Audoiiin ) チヤスギハへ卜 9 

VIII. 21研究所——小淺間 

4 ん ITyllus lamperii B(‘i ぶ nber な et Strand ランペルトハへトリ 

VIII. 21 小淺間附近 

47. ぶがI•のが TTiori Kishida クブハへトリ 

VIIL 14 妍娜巧近 

48. Yoshiiyea ofjoana Klshida ヨシイへハへトリ 

Vin. IS ず超事務所一つ、じヶ鼠 VIII. 23 千ヶ觀附近 
家屋內じ入つてホる普通のハ〜トリグモ。 15 化 m に達するものもある。 
Heteropodidae アシダホグモ科 

49. 成 ierojpoda Jorcivata ( Karsch ) コアシダカクモ 

VIIL 鱗地す的’ 

體長は SOMim 巧外で茶褐を。碌外に多い。 

Clubionidae フふロゲモが 

50. Ch iracanthium japonicum Bosenberg et Strand カバキコマチグモ（第ミ圖） 

VIII- 20 離山附近， VIII. 22 追をヶ原 

篮ゃを等の—集を- m 曲げで乂つてゐる蜘蛛で，雌親はこの中に卵を產みそれる: 
腊 f ヒするまで番をしてゐて結局巧棘の爲に食べられてしまム〇 
5 玉 . Clvinona lena ^Vestrini ? トビイロフクログ モ 

VIIL 21 峰/を屢附近. VIII. 22 追みヶ原 

が下フクログモは皆植物の葉を巧つてコマチグモと同樣なを所をかつて居る0 
- か部はよくがてゐるから區別は困難でもる0 

52. Clubiona javonica 1 "Koch フク ログ モ 



い。） 

VIII. 16 千ヶ觀卿 近 

53. Clubiona vigil Karsth ムナアカフク ログ モ 
.VIII. 24 千ヶ雛附近 

54. ClvbUva jucanda (Kars 讯）ヤハズフクログモ 

VIII. 22 追をヶ原 
III 淺閒高原の盲蛛類 

メ クラグモが 一般に 窩原或 ひは 山潑地ホに多 
いのは知つてゐただ，準者•がモヶ雛で生活，し始 
めてこの峭•近に想像たし仁にメクラグモが多いの 
に縣いた0盤でも夜で も ぁの肖-人の杖の碟だと 
云はれる展い卿でゆらり咎らりと部屋の中へ 入 
つて 來た。 偏の遮側の薄暗いところには 無数に 


棠つて方て5^づかり 
顏を化すとご一つと 
薄如味の惡 V 、昔を立 
て'> 敏速に逃;パこ0 
巧糊が所など入つ 
て巧くと一棘 二 腹部 

でコッコッと我:を叩 
いて威嚇すこ«丫-;よ 
一小微炭卜.し、 V 、もの 
てあつ/"'〇滯か中「ク 
モニ襟本をを：られ 
てし h •.パこ」ムょ t :-. 
詰をが简が少年速か 
ら關い/こが，么よ總 
てメクラグモク‘化樂 
であることは.明かで 
あつた0話み蝶子で 
は蝶等をかんで翅が 
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外の所な诘食べてしまふ 
らしかつずこ扩，巧じ新鮮 
度の觀々の標本を並べて 
躍いて何を"-帶姑.むかを 
調べて見たら画かぃ結果 
が得られるのではないか 
と思ふ〇筆者等の觀察し 
傅ずこものでは便所にがて 
カマ ドウ マを 食べてゐた 
もの CYIII. 25) と窒巧 
に於てホホ カ ハダラを食 
ベてゐずこもの CVIIL 22) 
と义であ-つたが，鈴木 
巧の盎おによれは—兩者共 
Ndima が,りが"がな であつ 
ずこ 0 义逆にホホヒメグモ 
の網にか'> つて食べられ 
てゐずこメクラグモ CVIIL 
25研究所便所にて）もあ 
つたたとも同じ種類であ 
つた〇 メクラグモは食•陛 


のみでなく薇々の生態的所究が来だ極みてす尤分であろが，之等はかうした資 


料の豐富な所を大いに利規してその完成に努力ぜねは—ならないと思ふ。を期間 
を通じて採集された標本個禮數は100個な上にも及んでゐすこが，鈴木氏の燕お 
の結果は僅かに次の4廳6種であつた0 

!• Gagrellula ferruainea (Loman, 190 2) Roewer, 1910 

VIII. i8 東區事務所一-つ'^じケ厮 VIII. 19 星郵溫泉: - 舊輕ホ 

澤， Vin . 24雛うた 

2, Liohuniim eurvipalpi Koewcr, 1910 ユミ ヒダザトウムシ（第 四圖） 
VI1L 16 熊ノず一雄ホ:， VIII. 18 柬區事務所—— つ''> じヶ原. 
VriL 20 舊舉津道， VIIL 鉛淺閒 —— 小諸，' VIIL 24 でヶ灘附近 
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义 Liob … vum japonicum Muller, 1914 

VIIL16 熊ノ平一稚氷， VIII. 22 追か Jr 厮 VJIL 24 千ヶ識附近 
4， Liobunum sp. 

Virr . 16 熊ノ乎——傩氷， VIII. 19 甚野溫泉附近， VIIL 22 追み ヶ 
原， V11L 24 千ヶ豬！附近 

5. Nelbna gemthisca (Karsch, 1881). Roe ルで r,1910 (第ぶ圖） 

VIIL 15,18, 21, 2?, 2 •弓.研究が. VIII. 18 柬區事務所 —— か じヶ 
脱 VIIL 19 星野溫お——蠻輕ホ澤. VIIL 20 が兜所一小淺 P 風 
VJir. 22 追分ヶ願， VJir. 24 平ヶ雛附近祂氷 

6, OUfjolophas wpersu 另 (Karsch, 18別） Roewer, 1910 

トゲザトウムシ（第六圖） 

V1IL 18柬禮雖 
務所一-つ'> じヶ 
原 . vn 1.19を好 
'溫泉-鶴輕が澤 
VIIL 20研究所一 
-小'邊閒 VIII. 21 
小淺閒， VIIL 23 
谴閒/]、諸 

猶扫錄を見てす C 氣附； 

ゃ資に妍究所ので柿へられ 
たメクラグモは總てょ V (ぶ?化沈 
geimjusca であるから，少 
くともこの地方で屋巧に見 
られるメクラグモな大部分 
か才®であると云へると思 

ム〇 

VI 溝間高原の多あ類 

多ぶ類の採集は全く屍蟲 
觀納蛛類採集のか乎閒に 
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やつたのであつたが，それでも整理して見ろと，約 40 個體があつた。益をの結 
果な替脚類即ち娛蚊類 7 屬8穗，馬陸類 3 屬3種であつた。此の中にはみ類上 
興味をろものなないらしい 0 

が£2巧 

1. SHffmatoffaster japoniea Takakuwu , 1935 ゴシヤギ■ムカデ 

vni. 23 淺間山中腹 

2 Otocruptom Jtihiginosus ( L . Koch , 1878) セスザアカムカデ 
の打. 32追をヶ原 vm . 23淺間山中腹 

3. Otoci'vpiops sexsptnosvs ouadristHaitm Verb reff, 1934 ヨスチ•アカムカデ 

VIII . 14追をヶ原 ， VIIL 24能致神社附近 

4. Sothropolys asperatiis ( L . Koch , 1878) イツスンムカデ 

vm. 18 つ、じヶ原， VIII . 21 小後間南斜面， vni. 地追みヶ原 

5. 肪 (xstigmafobius sp . ゲジムカ デー 種 

vni. 24 見晴臺附近 

6. Tj'tkohius sp . イシムカデー■種 

Aaii . 24 mm —蒙井澤 

7. MoTioiarsobiiLS sp. ヒトフンムカデー種 

yIII . 20ル淺間南斜面， VIII . 22追をヶ原 

8. Queenslandc^hiltLS trickochilus Takakuwa, 1935 フチケク キンず ムカデ 

VIII . 24見啼靈——舊輕卿澤 

巧度'巧 

1. Epanerchodus sp . ヒナホビヤスデー種 
' VIIL 22追をヶ原 

3. Orthomorpka giacUis ( C , L . Koch , 1847) ヤヶヤスデ 

VIII . 19星野溫 m —舊輕井澤， VIII . 22追みヶ原， VIII . 24見晴臺——を 
峨澤 

さ . Fusiulus 巧 >,フジヤスデー穗 

Vni. 24 見晴臺 一 舊輕井澤 



